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なレ線撮影 と剖検所見に依つてその特殊性炎としての性

格を痘鰐海中に具えるに至る肺結核症の進展状況を認識

することが出来たと考える。

夏 に室洞形威に就て,S(}peちfi下 部,吾 々は全例に

認めたに反 し,Burke,矢 野 は殆 ど認めておらず,逆 に

Burkeは 陰影の吸収を認め,Soper並 び に吾々は之を認

めておらぬ事実はB"rkeは 菌型が人型(継代培養)で 少

量であ り,矢 野は菌型は牛型であるが微量である事に基

ぐものであると考えられる◎S◎per,日 下部が共に牛型

を用いて室洞を生 じているのは当然としても,吾 々が人

型に俵つτ牛型と同一の病変を見ているのは既に指摘 し

た如 ぐ,初 代人型菌を使用した為と考えちれる◎

次に感作群に就て考察すると,使 用菌株及び菌量の区

々なるに拘 らず陰影の出現は1～5日 で非感作群に比 し

早期に出現するごとを一様に認めている。そして陰影は

14～26日 で最高とな り,以 後皆吸収され る点では一致し

ている。即ち感作群では早期に病変が出現し,吸 収され

ることを示 している◎併 し察洞の出現についてはBurke

は多数に之を認め,日 下部,Soperも 時 に之を認めてい

るに反 しz吾 々は全ぐ之を観察 しなかつた◎之は実験条

件から見て,感 作に使用した結核菌がBurkeは 無毒菌

であ り,日 下部は8CG,Soperは 継代天型菌 玩gで

あるのに反 し,吾 々は二次感染時と同一の初 代 人 型 菌

5x・9を使用 した事に起因したと考えられる。'

尚,レ 線撮影に依 り,病 変の現状を的確に知ることが

出来て実験の遂行上誠に便利であり,実 験材料の無駄も

なくなつたのである。

結 輪

1・ 吾 々は22 、匹の家兎を感作群と非 感 作 群 に分ち,

夫 々に経気道的に初代人型菌を感染せ しめ,レ 線撮影

に依つてその経過を追つた。

2・ 感作群では2～3日 で陰影の発現を認め,次 いで2

週 後に陰影は最大となり,4週 以後漸次消徳に向うの

を認めた◎

3.非 感作群では10日 前後に略 ≧大葉性の陰影が現れ

以後は察洞を形成して病状の増悪を来す。

4.病 理組織学的所見も以上のレ線像に一xし た。

5.既 に同様な実験がSoper等 及 びBurkeに 依 つて

行われたが,そ の笑験条件 も異なり,放 績も同一 とは

云えず,吾 々は大葉性結核性肺炎の発生経過につき注

意し又吾 々の条件では感作群では早期反応並びに吸収

が例外なく起ることを明らかにした◎

6.実 験的家兎肺結捜症に対するレ線応用価値は極めて

大である。

終 りに御指導及び御校閲を賜つた久貝貞治所長及び石

橋豊彦教授に深 く感謝致します。併せて終始協力㌧て下

さつた市原 ・椎名両技師に感謝の意を表 します。
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スライ ド培養法に依 る喀疾中結核菌検索成績

長崎大学医学部細菌学教室(主任 青木教授)

緒 言

結核菌の発育が極めて遅い一事は研究上,臨 床上多大

の不便を菜しているのであつて,こ のために所謂Micro-

cultureへ の工夫は古 くから焦lbさ れ・発見者K。ch

自身が既に時計皿に凝固血清を入れてこれを試み,7日

目に弱拡大検鏡により本菌の発育を観察出来たと記載 し

ている◎Wxight(1924)(Dはslidecellcultureを 考

案 し,本法は我が国にも逸早く紹介され,追 試 され,そ の

適用域は年と共に広められる一方,近 頃は化学治療剤の

検定等にまで及びつつあるが,菌 検索法として臨床の実

清 水 正 一

際に応用するのは操作複雑で,こ の点に難色を見出す。

最近に至つてP・yceぐ1941)(2)は ペ トリ皿文 はスラ

イ ドに酸処理喀褻を塗抹 し,そ の上にガラス環を載せ全
'血
を注いで ユ～6日 ・多くは3～4日 目に集落を見,引

続きRosenber9(1943)(3)・aSIUller(1944)(4),Gland(19

46)(5)等 のこれ1二対する改良がみられるなど漸次術式簡

易化の傾向が窺われるに至つた◎又一方培地特に本菌発

育に最適な液体培地への研究が推進され,米 國 に於 て

Dubos(6)(7)の培地が先ず結実され,我 が国に於てもKir-

chner培 地を基調とする種 々な研究があり(8Xg),こ の方
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面 か らも検査期間短縮の問題は解決の曙光が認められる 手最 も容易な牛血清を10%:に 加 えて常用することにし

現況にある6。 た◎操作上の注意としては塗抹で菌陰性の喀疫に対 して

し海亀 にBe・ ・y副L・wry(・948)(ユ ・)はSlid6c・11は 極 度に厚 憧 繁 くなるが,余 獺 く塗抹すると培養

c顎1加reの 一異形として・彼等の特殊な試験管を用い簡 単ときには硫酸処理中にさえ材料のヅ部又は大部が脱落

単な操作で喀疾中結核菌の表層培養を行い,第2,第4,遊 離 する恐れがあること,乾 燥を充分に行ってから硫酸

第6日 目に明瞭な顕微鏡的発育像を観察 し,雑 菌混入 も 処置をしないと脱落し易いこと位である◎

亦極めて少ないことを報告 している。我が教室では本法 喀疫に就ての実施成績t

の原理を種々嫉 験に応用 しつつあるのであって⑪,1・ 自昭和25年4月 ・2曜7月15醐,本 学附

余はこれによる結核菌早期発育に関し目下実験申である 属病院,県 立教員保養所,市 立長崎病院の入院患者よ♂・

が・今回多数の結核患者喀痩に就て・本法丁従来の培養 概ね月1回 ずつ3回,51名79件 。r月 中旬a10月 中

法とを比較する機会を得たのでaこ こに本法あ紹介ダ余 何の2回,某 鉱業所病院入院患者より39名 δ7件 に就

としての気付等の記載を兼ね,そ の成績を述べる。 いて本法,岡 培養,遠 心沈渣の検鏡を挙行実施し,こ の

なお余が本法の実施にとりかかったのは:Be驚ry等 の 成績を直接塗抹Gaffky号 数 に より3群 に分けて下記

報告に接 して問がない昭和24年12月 であり,25年4覇 の如 く整理 してみた。 ㌔

月数:室の研究会・6月 本学結核研究会,U月 第:3回 日本'第1群:Gaffky3号 以上,27件 。(表 略)

.細筆学会・九州地方会と逐次その成績を発表した。本法 本法・岡培養共すべて陽性で且つ第4日 目より弱拡大

に関しては最近京大結核研究所の辻助教授以下の紹介が で明瞭な集落の見 られるものが多い。使用後の培液を申

あり・若干の経験や応用面への示唆と共に普通試験管に 試験管に移 し,そのまま1ケ 月培養してみると∫G窪ffky

よる深部培養という実際的な変法等が挙げられているが 号数の高いものの申には僅少例ではあるが培液中に若干

本 邦で論 文の形で発 表されたものは今のところ}bこ れ 菌の流出がみられるものもあった。

以外をrはないよ5で ある・(学 会発表 をま大宰等(12),辻 第2群:Gaffky・ ～2号,・9件
.(第1表)

繊 河蝉 襟 篇 さ蕊 靭 職
直接塗抹で醐 ・

(Gaffky1～2暑)の 喀湊結核に関心を持つ人々は既に御承知のことと思われる

喉 彦溺 灘 撫 驚 表す㍍ 検1ス ライ刺 網 培

a乾臨 鹸2。_鵬 体 数、2日 一4日6日 渣 食養
3,滅 菌蒸 溜 水 で 各10分 間 ・・2回 脱硫 酸 処置 。

4下 図 割 線 の と こ ろ ま で培 液 を入 れ た試 験 管 中 に こ

れ を投 入 。横 にね か し培 液 が グ ラ ス上 面 をす れ す れ

に浸 す よ うな 位置 で培 養 す る。

義 弟2,第4,第6日 に 各1枚 取 斑 し,

6・ 乾 燥7火 焔 固 定 ・ZiehI-Neelse訟 染 色 ◎

7検 鏡(第2日 は 油 浸,第4日 よ り弱 拡 大 に て可)。

・8・ 培 地 はkirch鵬r培 地 基礎 液 にAlbumin第5分

層(:Boviロeplasn}afractionV,Am}o敬L我bo-

ratories)を0・5多 の割 に加 えた もの を原 著 者 は推

賞 して い る。

《一 一一一一180η ηレ_レ

・藁 薦(⑤ 碧離 島
の印の画 線

← 一「一HO〃3〃諺→

私は有合わせの大試験管 を上図に似せて加工 し,便 宜

上 スライ ドグラスは縦2ツ 割にして使用,培 地 も試験管

の形 に応 じて5～7・¢を容れ,表 層培養を図った。Kimh。

並er培 地添加用として手持の乾燥人血漿,高 血圧患者血

清・試製卵白41b凝 血油 分屑等,種 々試みたが,結 局入
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荘は弱拡大で明瞭な集落 を認めたもの

a客 は雑菌混入 、

8・ 岡培養中 十L5十1・3等 は2本 又は3本 の

平均諏鶴晶一数
も':本法の綜合判定としては全例膓性であったが

,第2,

第4日 の所見には陰性がある◎然 しこれ らの培養残液に

菌流錯は見られなかった。他の両法は共に全例陽性であ

った◇

第 ○群:GaffkyO号88件 申培養陽性のもの27

件 あり。 うち本法陽性24件(27/),岡 陽性22件(雑

菌混入の1例 を陽性と見倣すと25%)で 本 法は岡に劣ら

ぬ検出率を示 した。この車両者共陽性は18件 で本法の

み陽性6件,岡 のみ陽性3件 といささか食違いをみせて .

い る。

上記全実験中の雑 菌 混入率は408:本 中4:本,0.97%

で あった。これは原i著者等の約1.5/よ り更に低い◎

a前 記両培養共陰性の例申,前 に陽性を示したこと

のあるもの16件,陰 煙8件 を選び,1回 洗濫沈渣を無

、菌的にえライ ドに卵白固定 して培養,4件=(■,■,

,■)の 陵性をみた。

a某 鉱業所労務者3190名 中,長 期欠勤121名 その

他を除 く2428名 の基準法による身体棟査の結果,特 に

胸部X線 像(間 接撮影)を 参考として230名 の検疫を企

て・集った205件 を5件1組 として本法に依 る検索と岡

・片倉培養とを併試 し,11組 の陽性を出 し,引 続き各

組 より1～2名 の陽性者を決定 したが,本 法は岡に比 し

著 しく陽性率が悪かった。この検査では岡で40余 日後

初めて集落を見得るものが多かったが,本 法でも観察を

第 ユ週,第2週 に行っている。この検索の成績が良好で

、なかったのは硫酸処理が過ぎたこと即ち ユ0%硫 酸水で
'喀褻溶解後30分 遠心沈澱 し沈渣を卵白

で固定した後,

再 び6%硫 酸 水で20分 処理 したためと思われる。

㌔、 考 察

蝦上の成績をみると,第2項 は岡 ・片倉を併試せず,

第3項 は単なる経験 として附記 したに過ぎないので先ず

論外≒}～第1項 の第1及 塗第2群 も考察を要せず・問
ト ヤも もら ア 　エ ド ゴ 　 ニ ゴ

題の核心は自ら,直 接塗抹染色では菌を証し得ない程度

の喀:湊の成績(第2表)の 比較検討にあると思 う。而 し

て陽性率からみれば:本法の成績は最高位にあるが,岡 で

陰性であった6例 が本法で陽性で,逆 に3例 は岡のみ陽

性であった点を考慮に入れると,こ の陽性率の比較から ・

軽 々しく本法の優秀性を断ずる訳にはゆかない。即ちこ

の程度の比率の差異から本法が岡培養 より敏感であると

い う事は出来ないのであって,大 部分は共通の発育状態

に支配され るとしても,一 部の材料では菌の発育に関す

る特殊性があるのではないかとの想像が生れる。而して

この考え方に固執すると,本 法のみ陽性の6例 中4例 ま

でが沈澄 も岡 も揃って陰性であり一般に沈渣の所見が本

法成績よりも岡に接近する傾向を察するが,勿 論偶数が

少な くただ今後の留意点として考えを残すに止める◎

.......部所見にか くの如き不..,....致がみられるが・←殺 にみ

て本法は岡・片倉に劣らない陽性率を示すとは称し得 る。

而 してこの点では優劣なしとしても,:本 法が操作簡易

費用低廉,特 に材料入手後1週 間で成績を得 ること庶,

従来の培養法にみられない特徴:である。特にこの一調 聞

という期間後は集団検診の際,丁 度 レ線検査が完了する

時期であって,余 の今回の集団検疫への試みは失敗に帰

したとはいえ,更 に検討 し,他 日その笑を挙げたいと思

っている。

雑菌の混入鉢予想に反 し少なかった◎又洗藤沈渣即ち

喀湊成分を含まないもの,或 は尿其他喀褻以外の材料,純

第2表 直接塗採で菌陰性

(GaffkyO暑)の 喀疾
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暉 を掲げた

2.は 岡に雑菌が入ったが本文中には陽性と

して扱った



培菌でも適当な被包物を用いると,菌 の硝子上固定が可

能であり,本 法を利用し得る対象の範囲は広い。なお本

法の応用面は辻等 も指摘している通 り幾多あるであろう

が,余 はStrept◎ 滋ycin耐 性度を患者喀褻中の菌 で直

接培養試験して ユ0日 目に臨床家に通知する境地に至つ

ていることを附記 したい。最後に従来の81idecellc撫1一
ぬ も

ture(略 称S・C・C・)に 対して 上記京大辻助教授は本

法をslidecult糠e澱ethod(S・C・M・)と 称すること

を提案された。余竜これを適当と思 う。従つて邦語で書

くときはスライ ドセルカルチユアに対 しスライド培養法

とすぺきであろ5。

結 論

1・B鰹ya1上dるowry法 スライ ド培養は2,4,及 び6 .

日の所見を綜合判断すると岡 ・片倉法に劣 らない結核

菌検出率を示す。-

a一 部に両法一致 しない場合が存在する。これは菌の

発育状態に差異がある為と思考するQ

a本 法が短時日で培養の結果を表わす点を強調 し,本

法の応用面,本 法に関する経験などに就いて記 した。
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ツ ベ ル ク リ ン反 応 陰 性 転 化 に 関 す る研 究

第2報 経過年数によるツ反応陰転状況 と継続観察 した場合の ツ反応陰
'転 及 び変動状況について

国立公衆衛隼院疫学部(部 長 曾田長宗)衛 生微生物学部(部 長 染谷四郎)

重 松 逸 造

!本論文の要旨は第25回 日本結核病学会及び第3・第4回 日本公衆衛生学会に発表レた)

　　　　　　　　 1.緒 　　　言

　 自然感染によるツベルクリソ反応(以 下 ツ反応 と略)

陽性の健康者が陰性転化(以 下陰転と略)す る例につい

ては,近 年内外共に相当多数の報告がみられるが,長 期

聞に亘つて継続観察 した成績は殆 ど皆無といつてよい位　　　　　　　　
A　　　　　　　　　　　 (1)

である。この点従来の丈献申ではDahlstromの5～15

年間 に亘る観察が最 も長期 間調 査した成績の一つ と思
孕われるが

,こ の報告 もその調査期聞申にツ反応の検査方

法を変更しているため余 り信用を置 くわけに はい か な

い。著者は9年 間継続観察 した1農 村の成績をもとにし

て,経 過年数によるツ反応の陰転状況と継続観察 した場

合のツ反応陰転及び変動状況を研究 したので,こ 玉にそ

の成績を報告する◎　　　　　　　　　　　　 ゆ

　　　　　　　 2.研 　究'方 　法

　 対象は第1報 で述べたA集 団(埼 玉県富岡村全村民)

で,昭 和14,15,16,18年 各8月,21年3月,23年8月

の6回9年 間に亘つてツ反応検査を行つた。 ツ反応検査

方法は毎回全く同・・一一一…で,厳 重に等力価の2000倍 稀 釈ツ

液を用い,0・1cc皮 内注射,48時 間後判定,発 赤4舳

以下(一),5～%m(土),10mm以 上で発赤のみを(+),

硬結触知を(升),;重 発赤,水 泡形成等を(帯)と し,

(+)以 上が(一),(±)に 転 じた場合を陰転,逆 の場含を

陽転 とし,陽 性者が(+),(菩),(帯)の 相互間を移動

することを陽性強度の変動,同 一人で陰転と陽転が くり

返してみられる場合をツ反応の変動ど呼ぶことにした◎

3・ 研 男 成 績

(1)ツ 反応陽転者の経過年数による陰転状況(第1表a.

b)

本集団昭和14～15年,15～ ユ6年各1年 間のッ反応

陽転者についてそれぞれ8年 間及び7年 間のツ反応陰転

状況を観察 した成績が第1表a.bに 示されているがシ

これに よ るとa表 の場合,陰 転率は陽転後 初回の ツ




